
「与えられる福祉」から
活力ある「積極的福祉」へ

工場長：吉田泰彦

有限会社Ｃ・ネットサービス



工場建設まで

•不採算の事業を黒字に

（社福）コミュニティーネットワークふくいを

12法人に分社した内の1社が当社

•新工場は、補助金ゼロで全額借金

まずは自助努力。共助の仕組みで公助を頼らず



工場建設の目的

1. 高効率の経営の追求・原価の低減

2. 障碍のある人が主役の職場へ

3. 暮らしの自律訓練にグループホーム

2012年計画・8月着工、2013年1月竣工



生産活動のシフト

• 363日稼働

生産繁忙期＝ＧＷ・盆・年末年始

•休日＝月6日

•早朝勤務対策「職住近接」



グループホーム

•定員12名

•入居者：家庭の支援が弱く

生活の支援が必要な人

•通勤のタイムロスと事故の回避

•ＢＣＰ（事業継続計画）の拠点



バット容器洗浄

•自動洗浄機に投入⇒洗浄⇒すすぎ⇒乾燥

•加圧されたクリーンルームへ

•専用搬送車で客先に納品

•客先の在庫管理（ネットカメラ活用）



クリーニング①

•障害者が主役の職場

•ＳＰ社員の戦力化
（Ａ型利用者）

ボタン操作で洗剤投入

パソコンで納品伝票作成



クリーニング②

作業改善の一例

1. 設備配置の最適化

2. 脱包装、ラック納品

3. 工程の高速化対応



見える化

1. 機械操作と作業手順

2. フルタイム動画記録

3. モデル職場と評価

ＣＮＳ バット 安全作業　手順書 № 1

作業
名 バット洗浄作業

作業
内容

バット洗浄乾燥機により、バットを洗浄。キャスターに積み、
バット専用運搬車に積み込み出荷できるようにする。

項目 機械の起動・バット投入 作業 ポイント

機
械
の
準
備

①ボイラー「運転中」の確認

③蒸気バルブを１回開閉する

所要

温度６０℃上昇まで約３０分

（オレンジ色のバルブ）

⑤「起動」ボタン（緑）を押す

機
械
の
準
備

機
械
前

（
洗
浄
前

）

（長い方を横にして流す）

②温度調整スイッチを「入」に
する

④運転切替スイッチを「自動」
にする

温度上昇確認後、バルブ操作
左回し⇒開、右回し⇒閉

※バットの縦・横方向を確認

制御盤

⑥バットを裏返してセット ※無理にバットを押し込まない

１枚ずつ投入し洗浄する

（底を上にして）

○バット投入者

（通称：バットピッチャー）

②

③④

⑤

バット洗浄乾燥機

蒸気バルブ
（オレンジ色）

⑥

長い辺を横に！
裏返しで！



ＳＰ社員と支援員の人数

バット・クリーニング 2013年 2016年 2019年
2019
2013

ＳＰ社員
実員 25人 18人 13人

52％
平均/日 18.3人 13.2人 9.5人

支援員
実員 10人 4人 4人

40％
平均/日 7.3人 2.9人 2.9人

バット
枚数

平均/日 3,709 4,391 4,465 120％

１人/日 405 665 937 232％

クリーニ
ング枚数

平均/日 648 714 876 135％

１人/日 71 108 184 260％

支 援 費 31,345千円 27,375千円 25,434千円 ▲5,911千円



多能工

• 目標：全ての機械操作ができるように

クリーニング

• １日２業種

バット洗浄 ↔ クリーニング

作業 ＳＰ社員 当初 練習後 職業能力 当社平均

袖プレス ＹＭ ７９秒 ７３秒 52％ ３８秒

ボディプレス ＹＪ ７５秒 ６６秒 61％ ４０秒

前掛けアイロン ＤＭ ６０秒 ４８秒 54％ ２６秒

工場白衣プレス ＦＹ ４０秒 ３０秒 87％ ２６秒



能力評価

•年２回、４月・９月実施

•本人へ努力目標等コメントを添えて伝える

評価項目 評価基準 評点

速さ 仕事の適応力

1～10協調性 誰とも協力して働けるか

身だしなみ 髪・爪・ひげなどが清潔か

職場に対す
る影響力

「良く気を配り、良い影響を与えている」
から「良くない影響を与えている」まで。 0～10

以下抜粋



実習・採用

•特別支援学校卒業生
2014年～2019年 ８名

•特徴の違う２種類の作業

•あいさつ評価、ＰＣでの日誌作成 バット容器洗浄

クリーニングあいさつ訓練



まとめ（効率の追求）

1. 省エネ工場建設時、機能向上

2. 作業のムダを極限まで減らす

⇒早く・ムラなく・無理なく・より安く

3. 障碍者の多能工化

4. 水光熱費の徹底削減

・使用量の公開（見える化）⇒低減意識

・太陽光発電（80kW）⇒余剰電力売電年間100万円



健康経営
真 向 法 筋 力 強 化

フレイル予防
（真向法・筋力強化）

就労・給料

年金・雑収入

健康

所得保障

生涯
現役就労



今後の課題

◎「支えられる側」から「支える側」へ

・2018年度の納税者6人（46％）を全員に

◎「与えられる福祉」から、

自らが生き抜く「活力ある積極的福祉」へ

・障碍者が資本金の全額を取得「使用人からオーナーに」

◎新たな事業展開

・健康食品「きくらげ」の実証栽培


